
　
全
国
ホ
タ
ル
研
究
会
鳥
取
県
米
子

大
会
が
開
催
さ
れ
、
山
上
地
域
で
、

ホ
タ
ル
観
賞
が
あ
り
、
山
側
に
は
ヒ

メ
ボ
タ
ル
、
川
側
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
、
数
え
切
れ
な
い
程
の
ホ
タ
ル

で
、
感
動
が
渦
巻
い
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
毎
年
ホ
タ
ル
の
全
国
大
会
に

参
加
さ
れ
る
方
が
、
こ
れ
程
の
ホ
タ

ル
の
数
が
見
ら
れ
る
の
も
、
全
国
で

も
無
い
と
言
わ
れ
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

全
国
一
か
も
。

　
福
栄
地
域
に
お
い
て
は
、
「
星
と

あ
お
ば
の
文
化
祭
」
を
実
施
し
、
校

舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
廃
校
跡

に
沢
山
の
人
が
集
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
里
に
「
あ
か

り
」
を
と
も
し
な
が
ら
、
あ
き
ら
め

ず
、
誰
も
が
誇
れ
る
日
南
町
を
創
り

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
羽
　
記

日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

林
業
の
仕
事
が
や
り
た
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
林
業
の
研
修
が
出
来
る
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
南

町
が
あ
り
応
募
し
ま
し
た
。
決
め
手
は
、
予
想
し
て
い
た
よ

り
田
舎
だ
っ
た
の
で
、
逆
に
そ
れ
が
大
変
良
か
っ
た
の
で
決

め
ま
し
た
。

山
陰
丸
和
林
業
㈱
で
の
仕
事
は
ど
う
で
す
か
？

　

６
期
生
と
し
て
の
研
修
後
、
山
で
の
仕
事
が
志
望
だ
っ
た

の
で
、
町
内
の
林
業
会
社
を
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
の
指
導
員

さ
ん
と
訪
ね
て
、
杉
、
檜
や
広
葉
樹
等
の
色
ん
な
木
を
見
た

か
っ
た
の
で
、
山
陰
丸
和
林
業
㈱
に
決
め
ま
し
た
。
今
は
、

社
員
と
し
て
就
職
を
し
、
集
材
や
伐
倒
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
林
業
用
重
機
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

楽
し
く
充
実
し
た
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

鳥
取
県
植
樹
祭
で
発
表
さ
れ
た
内
容
は
？

　

木
材
生
産
を
も
っ
と
上
げ
な
い
と
だ
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林
業
の
担
い
手
が
少
な
く
人
材
不
足
で
あ
る
。
真
庭
市
で
は
、

木
材
を
活
か
し
て
色
々
と
行
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
智
頭

町
へ
研
修
に
行
っ
た
時
、
自
伐
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
て
、

林
業
に
引
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
趣
味
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

趣
味
は
多
く
、
以
前
は
海
上
保
安
庁
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
海
が
好
き
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
イ
ク
と
か
自
転
車
も
好
き
で
す
が
、
特
に
木
工
が
大
好
き

で
す
。

日
南
町
の
「
婚
活
」
に
は
参
加
さ
れ
ま
す
か
？

　

２
年
前
に
「
に
ち
な
ん
恋
日
和
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。

日
南
町
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

近
所
の
人
が
親
切
で
、

度
々
お
か
ず
や
野
菜
を
頂

く
の
で
大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
運
動
会
に

出
て
楽
し
か
っ
た
の
で
、

今
後
も
積
極
的
に
参
加
す

る
つ
も
り
で
す
。
近
く
に

ス
キ
ー
場
も
あ
り
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長
　
足
羽
　
　
覚

　
　
　
委
　
　
員
　
大
西
　
　
保

　
　
　
　 

〃
　
　  

近
藤
　
仁
志

　
　
　
　 

〃
　
　  

福
田
　
　
稔

兵庫県
（西宮市）
兵庫県

（西宮市）

日南日南
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立
川
　
武
伸
さ
ん
︵
上
石
見
︶

た
ち
か
わ

た
け
の
ぶ

山
の
仕
事
が
好
き
、
田
舎
が
大
好
き
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全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生全国ホタル研究会で発表する日南小4年生
（7月1日・山上地域振興センター）（7月1日・山上地域振興センター）（7月1日・山上地域振興センター）（7月1日・山上地域振興センター）（7月1日・山上地域振興センター）（7月1日・山上地域振興センター）
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ホタルは

こどもの科学館
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財
産
の
取
得

　

日
南
小
中
学
校
の
電
子
黒
板

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

一
式
を
更
新
す
る

1
4
，0
3
5
千
円

平
成
27
年
度
繰
越
明
許
費
の
報
告

　
　

繰
越
額　

4
0
6
百
万
円

※

繰
越
明
許
費
と
は

　

町
の
予
算
は
、
会
計
年
度
内

に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
別
の
事
情
に
よ
っ

て
工
事
等
が
遅
れ
、
年
度
内
に

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
例
外
と
し
て
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
経
費
の
支
出
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
南
町
税
条
例
と
日
南
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対

す
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に

関
す
る
法
改
正
に
と
も
な
う
も

の
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

山
内
紀
代
美
（
多
里
）

　

議
決
し
た
お
も
な
も
の

事　業　名

公共交通確保対策事業

新エネルギー推進事業

農業後継者育成対策事業

日南町ブランド化促進事業

治山事業

町営バスの中型車両を1台購入

新石見小水力発電所の導水路等修繕の設計委託業務

認定就農者2名の計画変更
で規模拡大（ハウスなど
の導入）補助率2/3

東京で開催される「お米EXPO2016」に参加して特産
品の販売と魅力発信
三吉地区の斜面崩壊復旧工事および霞、福塚、福万来
地区の斜面復旧工事

金額（千円）

補正予算のおもなもの
内      容

22,925

4,320

4,000

1,040

59,050

小水力発電所

更新される電子黒板

　
今
年
1
月
25
日
に
発
生
し
た
三
吉
地
区
の
斜
面
崩
壊

の
復
旧
工
事
費
を
可
決
。
待
受
け
擁
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
積

み
擁
壁
な
ど
で
、
総
事
業
費
は
約
3
，5
0
0
万
円
。

工
期
は
測
量
・
設
計
を
経
て
本
年
9
月
着
工
、
早
期
に

完
成
す
る
よ
う
議
会
も
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
小
水
力
発
電
所
の
導

水
路
や
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
、
除
塵
機
な
ど
の
設
計
業
務
の

委
託
費
用
4
3
2
万
円
も
提
案
さ
れ
、
再
発
防
止
の
た

め
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

6月定例会6月定例会
６月21日～６月24日（４日間）６月21日～６月24日（４日間）

斜面崩壊の早期復旧と導水路等修繕へ斜面崩壊の早期復旧と導水路等修繕へ

日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、６
月
２１
日
か
ら
６
月
２４
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
、条
例
の
改
正
な
ど
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
、国
へ
の
意
見
書
と
日
南
町
議
会
議
員
規
則
の
一
部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

新石見小水力発電所

にちなん議会だより　 平成28年7月発行　No.144
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足羽　覚議員大西　保議員

移動に必要な福祉車両

－4－－5－

　
　
　

車
イ
ス
生
活
者
の
現
状
把
握
と
支
援
策

①
町
内
で
車
イ
ス
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
の
人
数

を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
足
が
不
自
由
な
家
族
と
同
居
さ
れ
て
い
る
方
で
、
買
い
物

や
町
内
行
事
等
に
連
れ
て
行
き
た
い
が
、
通
常
の
車
両
で

は
、
な
か
な
か
行
け
な
い
。
ま
た
、
福
祉
車
両
の
レ
ン
タ

カ
ー
を
扱
っ
て
い
る
民
間
も
少
な
く
、
結
構
な
料
金
が
か

か
る
。
町
内
で
、
手
軽
に
福
祉
車
両
を
借
り
る
事
が
で
き

な
い
か
と
要
望
が
あ
る
。
レ
ン
タ
ル
用
の
福
祉
車
両
を
前

向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　

増
原
町
長

①
移
動
の
面
か
ら
み
て
常
時
車
イ
ス
が
必
要
な
人
は
42
人
。

屋
外
の
移
動
に
車
イ
ス
が
必
要
な
人
は
92
人
。

②
福
祉
車
両
を
公
用
車
と
し
て
保
有
し
貸
し
出
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
福
祉
有
償
運
送
の
活
用
を
促
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

オ
キ
シ
ト
シ
ン
効
果
を
応
用
し
た
医
療
・

　
　
　

福
祉
・
子
育
て
へ
の
取
り
組
み

　

オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
人
間
の
脳
か
ら
出
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン

で
、
別
名
「
愛
情
ホ
ル
モ
ン
」
「
信
頼
ホ
ル
モ
ン
」
「
抱
擁

ホ
ル
モ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
オ
キ
シ
ト
シ
ン
効
果
を
意

識
し
た
取
組
は
。

　
　
　

町
長

　
親
子
の
心
身
の
健
康
増
進
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
愛
着

関
係
促
進
を
目
的
と
し
て
、
乳
児
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
お
や
こ
ふ
れ
あ
い
教
室
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　
保
育
園
で
は
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
促
す
た
め
「
親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
」
を
推
奨
し
て
い
る
。　

　
医
療
・
福
祉
領
域
で
は
、
現
在
は
オ
キ
シ
ト
シ
ン
効
果
を

応
用
し
た
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
介
護
領
域
で
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　
　
　

生
山
地
区
分
譲
住
宅
事
業

①
「
移
住
・
定
住
促
進
」
対
策
の
一
環
と
し
て
、
「
子
育
て

世
代
の
方
々
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
移
住
定
住
施
策
を

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
子
育
て
世
代
の
方
が
、
資
金
調
達
や
再
就
職
の
問
題
を

抱
え
て
、
移
住
定
住
の
促
進
が
で
き
る
と
思
え
な
い
が
ど

う
か
。

②
町
内
在
住
者
も
生
山
分
譲
住
宅
助
成
を
受
け
る
事
が
で
き

る
様
で
あ
る
が
、
特
に
条
件
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長

①
子
育
て
世
代
の
方
々
の
状
況
も
様
々
で
あ
り
、
多
様
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
空
き
家
活
用
、
賃
貸
住
宅
、
分
譲
住

宅
な
ど
の
幅
広
い
住
宅
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
購
入
や
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
の
条
件
は
特
に
設
け
な
い
考
え
で
あ
る
。

　
　
　

第
二
次
日
南
町
環
境
基
本
計
画
の
改
定
内
容

　
　
　

①
二
次
日
南
町
環
境
基
本
計
画
及
び
実
行
計
画
の
策
定
か
ら

公
表
ま
で
の
経
過
、
流
れ
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

②
４
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
環
境
審
議
会
で
、
委
員
か
ら
の

提
言
や
助
言
に
対
し
て
、
計
画
へ
反
映
さ
れ
た
内
容
は
。

③
基
本
計
画
の
実
績
数
値
と
「
第
二
期
数
値
目
標
」
の
実
績

数
値
が
な
ぜ
違
う
の
か
。
主
な
項
目
で
は
。

・
上
下
水
道
の
下
水
道
整
備
率
が
26
年
度
実
績
で
、75
．３
％
と

87
．０
％
と
違
う
。

・
廃
棄
物
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
ほ
と
ん
ど
の
年
で
、
実
績

値
が
違
う
。

　
　
　

増
原
町
長

①
草
案
を
事
務
局
で
作
成
、
環
境
審
議
会
に
諮
り
、
そ
の
審

議
を
経
て
、
基
本
計
画
を
策
定
、
公
表
。

②
事
務
局
で
作
成
し
た
計
画
案
に
つ
い
て
、
一
部
の
標
記
と

不
適
な
写
真
を
除
き
、
環
境
審
議
会
で
計
画
案
が
了
承
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
指
摘
箇
所
を
修
正
し
、
委
員
へ
基
本
計

画
を
送
付
。

　
　
　

久
城
住
民
課
長

③
全
体
普
及
率
（
下
水
道
整
備
率
）
と
全
体
水
洗
化
率
と
い

う
概
念
を
は
き
違
え
て
表
記
し
て
い
た
。
下
水
道
整
備
率

87
．０
％
で
訂
正
す
る
。

・
廃
棄
物
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て
は
、
集
計
及
び

算
定
方
法
に
違
い
が
あ
り
、
一
本
化
に
向
け
環
境
審
議
会

に
諮
り
、
検
討
す
る
。

　
　
　

環
境
測
定
値
で
、鳥
取
県
の
Ｈ
Ｐ
引
用

　

大
気
（
排
ガ
ス
測
定
値
）
、
水
（
大
腸
菌
群
数
）
土
壌

（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
）
等
鳥
取
県
の
H
P
か
ら
引
用
さ

れ
て
い
る
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
採
取
さ
れ
、
そ
の
結
果
の
数

値
（
特
に
異
常
値
）
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　
測
定
値
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

町
長

　
単
な
る
引
用
で
は
な
く
、
よ
く
理
解
し
た
上
で
引
用
し
て

行
く
。

　
　
　

環
境
の
推
進
体
制
と
今
後
の
活
動

①
町
の
推
進
組
織（
関
係
各
課
）は
、い
つ
開
催
さ
れ
た
の
か
。

②
「
日
南
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
は
、
い
つ
見
直

し
を
行
う
の
か
。

　
　
　

住
民
課
長

①
平
成
24
年
に
開
催
以
後
、
開
い
て
い
な
い
。
各
課
と
相
談

し
て
、
担
当
者
を
決
め
て
行
う
。

②
７
月
に
環
境
審
議
会
で
、
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

道
の
駅
の
カ
ー
ボ
ン・オ
フ
セ
ッ
ト
の
状
況

①
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
か
ら
直
近
迄
の
総
売
上
金
額
と
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
寄
付
金
が
い
く
ら
あ
っ
た
の
か
。

②
年
間
の
寄
付
金
額
は
、
40
万
円
程
度
と
想
定
で
き
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長

①
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
末
日
ま
で
の
総
売
上
額
は
、
約

2
，9
0
0
万
円
（
外
部
販
売
を
除
く
）
、
ま
た
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
寄
付
金
と
し
て
お
預
か
り
し
た
金
額

は
、
総
額
7
0
，5
3
7
円
（
外
部
販
売
を
含
む
）
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

青
葉
農
林
課
長

②
森
林
保
全
を
目
的
に
、
目
に
見
え
る
活
動
と
し
て
、
イ
チ

イ
荘
近
く
に
広
葉
樹
の
整
備
や
「
み
ど
り
の
少
年
団
」
の

活
動
費
等
に
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

問問

問問

問問問問問問問問

問問問問

レンタル用の福祉車両の
導入を

福祉車両の保有は
考えていない

答答

答答

答答 答答答答答答答答答答

答答 答答

答答

問問 環境基本計画を改定されたが、
なぜ実績数値が違うのか

概念のはき違えと算定方法等の
違いで生じた

答答

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
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議　　案　　名

条例の一部改正
日南町税条例
日南町国民健康保険税条例
平成28年度 補正予算
一般会計（第1号）
国民健康保険特別会計（第1号）
簡易水道事業特別会計（第1号）
農業集落排水事業特別会計（第1号）
再生可能エネルギー発電事業特別会計（第1号）
その他の議案
人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意
見を求めることについて
財産の取得について（日南小中学校ＩＣＴ機器）
請願・陳情
地方財政の充実・強化を求める陳情
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、２０１７年度政府
予算に係る意見書採択の陳情書
保育士の処遇改善並びに職員配置基準の引き
上げの緊急対応と財源確保を求める陳情書
発議
日南町議会会議規則の一部改正について
地方財政の充実・強化を求める意見書提出について
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、２０１７年度政府
予算に係る意見書提出について
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○
○
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－
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結果

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

久
代　

安
敏

荒
木　
　

博

近
藤　

仁
志

坪
倉　

勝
幸

大
西　
　

保

山
本　

芳
昭

古
都　

勝
人

（
欠　

員
）

惠
比
奈
礼
子

足
羽　
　

覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

賛成＝○　　反対＝×

　
　
　
参
議
院
選
挙
の
争
点

　
６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投
票
の
参
議
院
選
挙
で
の
、

次
の
点
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

①
憲
法
違
反
の
安
保
法
制
の
廃
止
と
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
撤
回
に
つ
い
て
。

②
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も
と
、
実
質
賃
金
は
５
年
連
続
マ
イ
ナ

ス
、
個
人
消
費
は
２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

③
安
倍
首
相
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
合
意
や

沖
縄
・
米
軍
新
基
地
建
設
、
原
発
再
稼
働
な
ど
国
民
無
視

の
政
治
を
続
け
て
い
る
と
考
え
る
が
。

④
安
倍
首
相
は
「
在
任
中
に
（
憲
法
改
正
を
）
成
し
遂
げ
た

い
」
と
参
議
院
選
挙
公
約
に
明
記
し
て
い
る
が
。

　
　
　
増
原
町
長

①
憲
法
第
9
条
の
改
正
に
は
賛
成
だ
が
、
国
民
の
論
議
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

②
都
市
部
と
地
方
と
の
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
お
り
、
地

方
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
必
要
。

③
政
府
・
与
党
内
で
の
論
議
が
欠
け
て
い
る
感
が
あ
る
。

④
日
本
国
憲
法
の
三
大
基
軸
で
あ
る
「
平
和
主
義
」
、
「
国

民
主
権
」
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
踏
ま
え
た
国
民

的
論
議
が
必
要
。

　
　
　
道
の
駅

　
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
て
２
か
月
、
順
調
な
す
べ
り
だ
し

だ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
　
町
長

　
現
在
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
日
南
町
ら
し
い
環
境
配
慮

型
道
の
駅
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
、
日
南
な
ら

で
は
の
商
品
が
よ
く
売
れ
、
生
産
者
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
、
観
光
な
ど
町
の
魅
力
の
情
報
発
信
拠
点
の
役

割
と
し
て
効
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
感
じ
て
い
る
。

課
題
に
つ
い
て
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
が
再
度
来
店
し
て

く
だ
さ
る
魅
力
が
あ
る
の
か
、
ま
た
加
工
品
の
生
産
量
や
原

材
料
の
確
保
、
加
工
施
設
の
充
実
な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
磨
き
上
げ
の
ほ
か
、
冬
場
の
商
品
確
保
や
集
客
対
策
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
農
林
産
品
の
集
荷
体
制
な
ど
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
ま
だ
あ
る
。

　
　
　
新
石
見
小
水
力
発
電
所
の
事
故
と
復
旧

①
事
故
原
因
の
調
査
結
果
と
町
の
責
任
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
る
。

②
復
旧
計
画
は
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

①
今
月
30
日
に
中
国
経
産
局
で
最
終
報
告
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

予
定
。
そ
の
結
果
を
も
っ
て
議
会
報
告
を
行
う
。

②
現
場
の
治
山
事
業
に
併
せ
、
水
路
の
機
能
診
断
調
査
を
実

施
中
。
そ
の
結
果
を
も
っ
て
、
水
路
等
の
改
修
を
実
施
す

る
。傍

聴
に
つ
い
て

・
議
会
本
会
議
と
委
員
会
は
、
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い

ま
す
。

・
個
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

・
傍
聴
席
は
、
本
会
議
の
場
合
25
席
、
委
員
会
の
場
合

10
席
あ
り
ま
す
。

傍
聴
の
手
続
き

・
傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
傍
聴
希
望
者
が
多
い
場
合
に
は
制
限
す
る
事
も
あ
り

ま
す
。

注
意
事
項

・
銃
器
等
他
人
に
迷
惑
を
あ
た
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

を
携
帯
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
酒
気
を
帯
び
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
方
は
入
れ
ま
せ
ん
。

・
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
け
る
発
言
に
対
し
て
声
を

出
し
た
り
、
拍
手
を
し
な
い
。

・
話
を
し
た
り
、
騒
い
だ

り
し
な
い
。
ま
た
、
は

ち
ま
き
、
腕
章
等
を
着

用
し
な
い
。

・
携
帯
電
話
等
は
、
電
源

を
切
る
か
、
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
議
長
及
び
委
員
長
の
許

可
を
得
ず
に
写
真
撮
影

や
録
音
を
し
な
い
。

復旧工事中の三吉地区

答答

町政のここが聞きたい

久代安敏議員

問問 アベノミクスによる
地方経済への効果は

都市部と地方との格差が
さらに拡大

あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と

議 会

6月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳6月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳

問問問問 答答

問問答答

答答

議
会
は
、生
活
に
密
着
し
た
重
要
な
問
題
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
な
ど
簡
単

な
手
続
き
に
よ
り
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
南
町
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
南
町
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

提出のあった陳情は、６月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

６月定例会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました
６月定例会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました

地方財政の充実・強化を求める意見書地方財政の充実・強化を求める意見書

地方財政の充実・強化
を求める陳情

国に対して、地方財政の充実を求める
のは妥当である。

　2017年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政とするのではな
く、歳入・歳出を的確に見積り、人的サービスとしての社会保障予算の充実、地方財政の確立をめ
ざすことが必要であり、次の点を要求する。
１．地方一般財源総額の現行水準の維持・確保を明確にすること。
２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方財政措
置を的確に行うこと。
３．地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」及び「まち・ひと・しごと創生事業費」につ
いては、現行水準を確保すること。また、これらの財源措置について、恒久的財源へと転換を
はかる。
４．地方交付税の財源確保機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階補
正の強化などの対策を講じること。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０１７年度政府予算に係る意見書

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０１７年度政府予算に係る意見書

　一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高める教育環境を実現するためには、
少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要である。
　また、自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国の施策として定数改善に
むけた財源保障をすべきである。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であり、
2017年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう要求する。
１．少人数学級の推進のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の
１にすること。　

自治労鳥取県本部
執行委員長　西村 裕生
日南町職員労働組合
執行委員長　島山 圭介

教職員定数改善と義務
教育費国庫負担制度2
分の1復元をはかるた
めの、2017年度政府予
算に係る意見書採択の
陳情書

教育の機会均等と水準の維持向上のた
めには、国による財源保障の充実が必
要である。

鳥取県教職員組合西部
支部 支部長　藤本 敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　岡島　恒志

採択

採択

（要旨掲載）

・平成26年末進捗率　日南町 22.4%  鳥取県 26.8%  全国 51%
・平成28年度日南町事業費 125,000千円
・国費の状況　負担金（一般） 68億円予算（前年比64%）
・各事業実施地域の計画と実績が２年前後のズレが生じる
地域がある。
・今後国費の予算状況で計画変更も考えられるので、検討さ
れたい。

・平成27年度決算
　事業収入額　867,402千円
　事業支出額　873,669千円
　事業活動収支差額 -6,266千円（前年比 -31,841千円）
・前年より大幅減収となった要因として、介護職員の不
足により体制の見直しを行い、新規受け入れ制限をせ
ざるを得なくなった。
・町へ支払う施設利用料（約2,800万円）は、未払金に計
上し、繰り延べとすることにした。
・引き続き、介護職員の確保に努めること。
・人材派遣会社からの人材確保も検討していく。

経済福祉常任委員会
調査及び報告事項 結果及び意見担当課

地籍調査の進捗状況及び
今後の計画について

建  設  課

日南福祉会資金収支決算
状況と事業報告について

福祉保健課

委員会 陳情審査 委員会に付託された陳情１件の審査を行った。

5
月
24
日

6
月
22
日

ほとんど使用されておらず鳥取大学との協議を行ない、
大学が使用しない場合は取り壊し等も考慮に入れて、地
元と協議する。

平成27年度は年間12回の利用。（資料調査６回で72名、
教育委員会が古文書調査で６回延べ95名）

公共施設すべてを一覧表にした資料について説明を受け
た。試算では今後25年間で414億円施設の改修費が必要に
なる。今後は改修の必要な施設と不要な施設の検討が必
要である。

委員会に付託された陳情２件の審査を行った。

総務教育常任委員会
調査及び報告事項 結果及び意見担当課

まなび宿はなぐちの利用
状況について

企  画  課

郷土資料館の利用状況
について

教  育  課

公共施設管理の状況に
ついて

総  務  課

陳情審査委  員  会

5
月
18
日

6
月
22
日
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財
産
の
取
得

除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級

契
約
相
手
方（
株
）原
商

契
約
額

8
，5
8
6
千
円

除
雪
ド
ー
ザ
８
ｔ
級

契
約
相
手
方　
コマ
ツ
山
陰（
株
）

契
約
額

1
0
，1
3
0
千
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
29
人
乗
り

契
約
相
手
方　

根
雨
自
動
車
整
備（
株
）

契
約
額

8
，5
3
2
千
円

■
4
月
20
日

高
知
県
吾
川
郡
町
村
議
会
議

長
会

議
会
改
革
の
推
進
（
議
会
の

ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画
中
継
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
）

■
4
月
26
日

岡
山
県
西
粟
倉
村
議
会

議
会
改
革
の
推
進
、庁
舎
建
築

■
5
月
11
日

兵
庫
県
多
可
町
議
会

議
会
改
革
の
推
進（
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
）、森
林
資
源
活
用
、

廃
屋・空
き
家
対
策

■
5
月
24
日

　
島
根
県
益
田
市
議
会

　

道
の
駅

■
5
月
25
日

　
福
島
県
新
地
町
議
会

　

保
小
中
一
貫
教
育

■
6
月
2
日

鳥
取
県
八
頭
町

「
地
域
で
生
き
る
」
を
支
え

る
町
、
個
人
の
尊
厳
を
大
切

に
す
る
高
齢
者
福
祉
施
設
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
見
学

■
6
月
16
日

高
知
県
越
知
町
議
会

農
林
業
従
事
者
の
育
成
・
確

保
、
オ
ロ
チ
視
察

イ
チ
イ
荘
の
指
定
管
理
者
が
変
わ

り
ま
し
た

指
定
管
理
を
受
け
た
者

キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク　

代
表　

矢
田
貝
ひ
ろ
み（
中
石
見
）

管
理
の
期
間

平
成
28
年
６
月
１
日
〜

平
成
31
年
３
月
31
日

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

須
田
ひ
ろ
こ
（
河
上
）

任
期　

平
成
28
年
５
月
14
日
か

ら
平
成
32
年
５
月
13
日
ま
で

長
谷
川　

毅
（
霞
）

任
期　

平
成
28
年
５
月
14
日
か

ら
平
成
29
年
５
月
13
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

淺
田　

昭
弥
（
神
福
）

梅
林　

操　

（
霞
）

天
崎　

直
幸
（
生
山
）

内
田　

章
久
（
下
石
見
）

吉
川　

保　

（
笠
木
）

奥
迫　

靜
子
（
花
口
）

岩
田　

正　

（
阿
毘
縁
）

絹
谷　

澄
雄
（
新
屋
）

加
藤　

幸
児
（
折
渡
）

大
塚　

二
美
（
福
万
来
）

任
期　

平
成
28
年
5
月
19
日
か

ら
平
成
31
年
5
月
18
日

中心地域整備に関する調査特別委員会

議会基本問題調査特別委員会
６月定例会で日南町議会会議規則の改正を行いました

（6月22日開催）

議員定数についての勉強会を行います

調査及び報告事項 結果及び意見担当課

改正後

木質バイオマス資源の持続的活用による再生
可能エネルギー導入計画策定事業について

来場者数が３万人、販売額は約１７００万円
に達した事、巡回バスの利用状況等の報告
を受けた。レストランでもJver１品１円の寄付
とすべきではないかとの意見があり、今後検
討する事となった。オープンから半年程度経
過した時点で消費者へのアンケート結果の報
告を求めた。
従来の計画に基づき検討している。
本年度整備する８区画の分譲地の支援制度
についての説明を受けた。

　議長及び副議長の選挙において、本会議中に議長及び副議長志願者の所信表明を行うことを認めるための
改正を行い、議会傍聴や議会のテレビ放送で所信表明を聞くことができるようになりました。

　　第1章～第3章　（略）
　　第4章　選挙
（議長、副議長志願者の所信表明）
第26条の2　議長、副議長の選挙にあっては、それぞれ
の職を志願する者は、第26条《選挙の宣告》の規定によ
る宣告の後、第29条《投票用紙の配布及び投票箱の点
検》に規定する投票用紙の配布までの間に所信を表明す
るものとする。ただし、投票の対象者は、所信を表明した
者に限定されない。

　　第6章　発言
（選挙及び表決時の発言制限）
第60条　選挙及び表決の宣告後は、何人も発言を求める
ことができない。ただし、選挙及び表決の方法について
の発言並びに議長、副議長志願者の所信表明は、この限
りでない。

改正前
　　第1章～第3章　（略）
　　第4章　選挙
（新設）

　　第6章　発言
（選挙及び表決時の発言制限）
第60条　選挙及び表決の宣告後は、何人も発言を求める
ことができない。ただし、選挙及び表決の方法について
の発言　　　　　　　　　　　　　　　　は、この限
りでない。

５月２６日までの申請が必要であるとして説
明を受けた。申請が認可されれば、コンサル
タントへ発注し一年をかけて主に熱利用の可
能性について検討する。

道の駅開設後の状況等について

若者定住住宅の建設スケジュール等について

生山地区分譲住宅事業について

企画課

住民課

5
月
18
日

■
6
月
28
日

　
高
知
県
仁
淀
川
町
議
会

　

議
会
基
本
条
例
と
議
会
改
革

■
6
月
30
日

岡
山
県
新
庄
村
源
流
農
産
物

の
会

道
の
駅

■
7
月
4
日

奈
良
県
天
川
村
議
会

森
林
資
源
活
用
、
空
き
家
の

活
用
に
よ
る
移
住
定
住
の
取

り
組
み

■
7
月
5
日

長
野
県
飯
田
市
議
会

農
林
業
従
事
者
の
育
成
・
確

保
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
、
創
造
的
過
疎
ま
ち

づ
く
り
の
概
要

■
7
月
7
日

広
島
県
世
羅
町
議
会

空
き
家
の
活
用
に
よ
る
移
住

定
住
の
取
り
組
み
、
短
期
滞

在
型
住
宅
の
整
備

■
7
月
12
日

青
森
県
三
戸
郡
町
村
会

子
育
て
を
楽
し
め
る
町
、
農

林
業
研
修
生
制
度
、
小
水
力

発
電
事
業
、
コ
ン
パ
ク
ト
ビ

レ
ッ
ジ
構
想
の
推
進
・
施
設

見
学

■
7
月
15
日

宮
城
県
大
郷
町
議
会

空
き
家
活
用
に
よ
る
移
住
定

住
、
短
期
滞
在
型
住
宅
整
備

（
4
月
1
日
以
降
）

平
成
28
年
度

行
政
視
察 

受
入
状
況

開催日：平成２８年８月２５日（木）
会　場：日南町役場議会棟２階　第２会議室
講　師：山陰法科大学院　磯村篤範 教授
（傍聴について）
特別委員会は傍聴ができますので、お気軽にご来場ください。
※時間については、後日ちゃんねる日南と防災無線でお知らせします。

　日南町議会の議員定数を検討するにあたり、地方自治の専門家を
招き勉強会を行うこととしました。

講師・HPより

農業委員による荒廃農地のパトロール

焼きたてパンが美味しいですよ。イチイ荘で待っています。

可
決
し
た
お
も
な
も
の

28
年
4
月
25
日

第
３
回  

臨
時
会

各特別委員会の報告
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全
国
ホ
タ
ル
研
究
会
鳥
取
県
米
子

大
会
が
開
催
さ
れ
、
山
上
地
域
で
、

ホ
タ
ル
観
賞
が
あ
り
、
山
側
に
は
ヒ

メ
ボ
タ
ル
、
川
側
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
、
数
え
切
れ
な
い
程
の
ホ
タ
ル

で
、
感
動
が
渦
巻
い
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
毎
年
ホ
タ
ル
の
全
国
大
会
に

参
加
さ
れ
る
方
が
、
こ
れ
程
の
ホ
タ

ル
の
数
が
見
ら
れ
る
の
も
、
全
国
で

も
無
い
と
言
わ
れ
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

全
国
一
か
も
。

　
福
栄
地
域
に
お
い
て
は
、
「
星
と

あ
お
ば
の
文
化
祭
」
を
実
施
し
、
校

舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
廃
校
跡

に
沢
山
の
人
が
集
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
里
に
「
あ
か

り
」
を
と
も
し
な
が
ら
、
あ
き
ら
め

ず
、
誰
も
が
誇
れ
る
日
南
町
を
創
り

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
羽
　
記

日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

林
業
の
仕
事
が
や
り
た
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
林
業
の
研
修
が
出
来
る
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
南

町
が
あ
り
応
募
し
ま
し
た
。
決
め
手
は
、
予
想
し
て
い
た
よ

り
田
舎
だ
っ
た
の
で
、
逆
に
そ
れ
が
大
変
良
か
っ
た
の
で
決

め
ま
し
た
。

山
陰
丸
和
林
業
㈱
で
の
仕
事
は
ど
う
で
す
か
？

　

６
期
生
と
し
て
の
研
修
後
、
山
で
の
仕
事
が
志
望
だ
っ
た

の
で
、
町
内
の
林
業
会
社
を
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
の
指
導
員

さ
ん
と
訪
ね
て
、
杉
、
檜
や
広
葉
樹
等
の
色
ん
な
木
を
見
た

か
っ
た
の
で
、
山
陰
丸
和
林
業
㈱
に
決
め
ま
し
た
。
今
は
、

社
員
と
し
て
就
職
を
し
、
集
材
や
伐
倒
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
林
業
用
重
機
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

楽
し
く
充
実
し
た
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

鳥
取
県
植
樹
祭
で
発
表
さ
れ
た
内
容
は
？

　

木
材
生
産
を
も
っ
と
上
げ
な
い
と
だ
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林
業
の
担
い
手
が
少
な
く
人
材
不
足
で
あ
る
。
真
庭
市
で
は
、

木
材
を
活
か
し
て
色
々
と
行
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
智
頭

町
へ
研
修
に
行
っ
た
時
、
自
伐
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
て
、

林
業
に
引
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
趣
味
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

趣
味
は
多
く
、
以
前
は
海
上
保
安
庁
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
海
が
好
き
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
イ
ク
と
か
自
転
車
も
好
き
で
す
が
、
特
に
木
工
が
大
好
き

で
す
。

日
南
町
の
「
婚
活
」
に
は
参
加
さ
れ
ま
す
か
？

　

２
年
前
に
「
に
ち
な
ん
恋
日
和
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。

日
南
町
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

近
所
の
人
が
親
切
で
、

度
々
お
か
ず
や
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